
  
 

令和４年１０月７日 

住 宅 局 総 務 課 

 

第３４回「住生活月間」における功労者表彰を行います 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 毎年１０月を「住生活月間」と定め、国民の住意識の向上を図り、豊かな住生活を

実現するため、総合的な啓発活動を展開しております。 

 

    

○ 住生活月間功労者表彰 

＜国土交通大臣表彰＞  ２５件 

 

＜住宅局長表彰＞     ６件 

 

 

添付資料 

第３４回住生活月間功労者表彰名簿 

 

 

 

 

                     

 

 
国土交通省では、住生活月間（※）の行事の一環として、住意識の向上、ゆとりある住

生活の実現及び建築物の質の向上を図るため、各分野において活躍された個人・団体に対

し、功労者表彰を行っております。 
 今般、国土交通大臣表彰及び住宅局長表彰の受賞者を決定し、第３４回住生活月間中央

イベントの合同記念式典において表彰式を行いますので、お知らせいたします。 
  
 表彰式は、１０月１５日（土）１１時００分から「京王プラザホテル札幌（札幌市）」

において行います。 

問い合わせ先 

国土交通省 住宅局 総務課 森川、中村 

TEL：03-5253-8111(39102・39123)  直通 03-5253-8501 FAX：03-5253-1625 

 



第３４回 

 

 

 

住生活月間功労者表彰名簿 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年１０月 

 

国土交通省住宅局  
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氏  名 職  名 関係団体役職 功績概要 

有村
ありむら

 忠一
ちゅういち

 

（67 歳）

株式会社 創建 

代表取締役 

元（一社）ＪＢＮ・全国工務店

協会 

理事 

多年にわたり住宅産業に従事し、大工を正社員として積極

的に雇用しながら大工の育成研修を広く実施することで、若

手大工の育成や離職者の減少に貢献した。 

また、関係団体の役員としても、会員工務店向けの大工の

育成研修会を開催したほか、施主等とのトラブルに適切に対

応するためのマナーブック作成など、後進の育成や業界の発

展に大きく貢献した。 

飯島
いいじま

 敏夫
と し お

 

（67 歳）

 

 

 

 

 

 

（公財）日本住宅・木

材技術センター 

参与 

（公財）日本住宅・木材技術セ

ンター 

参与 

多年にわたり関係団体において、木造住宅の認証事業等の

業務に従事し、木造住宅用金物の規格化や認定認証事業を多

数創設したほか、大工・工務店に対する技術者講習会を実施

することで木造住宅の耐震性の向上を促進するなど、多大な

功績をあげた。 

また、役員就任後も、耐久性に優れた CLT 建築物の実現の

ため、技術開発・規格化に率先して取り組み、住宅・建築行

政の推進に大きく貢献した。 

五十嵐
い が ら し

 庄七
しょうしち

 

（74 歳）

 

（株）庄・設計 

取締役会長 

元（一社）山形県建築士会 

常務理事 

多年にわたり建築事業に従事し、公共及び民間建築物の設

計・監理を数多く手がけた。 

また、関係団体の役員として、研修会や交流事業、高校生

の設計コンクールの審査会等を通じて若手建築士の育成に

尽力するなど業界の発展に寄与した。 
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氏  名 職  名 関係団体役職 功績概要 

木村
き む ら

 明人
あきひと

  

（61 歳）

 

（株）アーキ設計工

房 

代表取締役 

（一社）青森県建築士事務所

協会 

理事 

 

多年にわたり建築事業に従事し、公共及び民間建築物の設

計・監理を数多く手がけた。 

また、関係団体の役員として、建築無料相談会や苦情相談

業務に積極的に参加するなど地域に貢献するとともに、木造

住宅耐震診断・耐震改修審査委員会の委員として耐震診断率

を向上させるなど住宅の安全性の確保に尽力した。 

杣
そま

川
かわ

 光
みつ

孝
たか

  

（81 歳）

杣川建築板金店 

前代表 

元全国建設労働組合総連合 

副中央執行委員長 

多年にわたり住宅産業に従事し、地域に根ざした事業に数

多く携わるとともに、技能指導と後継者育成に大きく貢献し

た。 

また、関係団体の役員を１５期連続で務めるなかで、地域

の職人による住宅相談・木工教室等により技能を提供する

「住宅デー運動」の推進の先頭に立つほか、副中央執行委員

長として、長期優良住宅の普及に向けた加盟組合への補助事

業活用の働きかけや、職人・工務店向けの講習会を開催する

など、業界の発展に大きく貢献した。 
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氏  名 職  名 関係団体役職 功績概要 

高山
たかやま

 壽雄
ひ さ お

 

（76 歳）

コスモ建設株式会社

代表取締役会長 

 

 

（一社）全国住宅産業協会

理事 

（一社）北海道住宅都市開発

協会 

理事長 

多年にわたり住宅産業及び建築事業に従事し、寒冷地であ

る北海道において自社建設住宅の高気密化を実現させるた

め、次世代省エネ基準値を上回る社内基準を設定し、住宅の

引き渡し時には気密測定を行うとともに、使用木材は自社工

場で加工を行い、品質確保を図る等により、住宅の省エネ化、

高気密化を推進し、住環境の向上に貢献してきた。 

また、関係団体の役員として、各種セミナーや研修会の実

施等を通じて会員の知識向上を図るなど、業界の発展に寄与

した。 

竹江
た け え

 文章
ふみあき

 

（68 歳）

（株）竹江設計事務

所 

代表取締役 

（一社）千葉県建築士会 

会長 

多年にわたり建築事業に従事し、公共及び民間建築物の設

計・監理を数多く手がけた。 

また、関係団体の役員として、構造計算偽装問題を踏まえ

た改正建築士法の普及啓発活動を実施し、建築士の信頼回復

に尽力した。 

東日本大震災では、被災建築物応急危険度判定士を現地に

派遣する調整を行うほか、令和元年９月の台風１５号被害に

対する迅速な罹災証明発行や無料相談員の派遣、屋根の応急

修復作業への協力など、被災地の復興に寄与した。 
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氏  名 職  名 関係団体役職 功績概要 

田中
た な か

 義之
よしゆき

 

（64 歳）

ＴＡ工房建築士事務

所 

主宰 

元（公社）兵庫県建築士会 

理事 

 多年にわたり建築事業に従事し、民間建築物の設計・監理、

耐震診断を行うほか、マンション管理士、市の住まいに関す

る相談窓口の相談員として幅広く活動した。 

また、関係団体の役員として、研修や講座等の企画、運営

などを行うほか、新設した建築相談窓口の体制づくりや相談

員への助言等を通じ、業界の発展に寄与した。 

壇
だん

 洋一
よういち

 

（67 歳）

(株)ホームランド 

代表取締役 

（一社）ＪＢＮ・全国工務店協

会 

理事 

多年にわたり住宅産業に従事し、地域に根ざした工務店と

して精励するとともに、女性の働きやすい職場づくりに取り

組むことで他の工務店の模範となり、業界の発展に貢献し

た。 

また、関係団体の役員として、熊本地震の際には被災した

地域工務店への支援に尽力し、九州北部豪雨の復旧にあたっ

ては応急仮設住宅建設の中心的な役割を務めたほか、リフォ

ーム工事における施主とのトラブルに対処するための、地域

工務店向けの対応マニュアルを作成するなど、地域工務店の

事業推進に大きく貢献した。 
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氏  名 職  名 関係団体役職 功績概要 

中里
なかざと

 眞
ま

朗
さお

 

（80 歳）

中里技術士事務所 

所長 

元（一財）日本建築設備・昇降

機センター 

認定評価部長／認定員・評価

員 

国土交通省社会資本整備審議

会専門委員 

 関係団体において、昇降機の型式適合認定や性能評価等を

多数実施したほか、社会資本整備審議会昇降機等事故調査部

会の専門委員として昇降機や遊戯施設の事故調査の実施、報

告書の作成等に多大な貢献をした。 

また、平成 21 年から設置が義務付けられたエレベーター

の戸開走行保護装置（扉が開いた状態での走行を防止する安

全装置）に関して、その性能評価に係る業務方法書の作成に

大きく貢献し、当該装置付エレベーターの普及を促進するな

ど、エレベーターの安全性向上に寄与した。 

中西
なかにし

 孝司
た か し

 

（66 歳）

中西建築 

代表 

全国建設労働組合総連合 

中央執行委員長 

多年にわたり住宅産業に従事し、地域に根ざした大工・工

務店として建築業務に精励した。 

また、関係団体の役員として、東日本大震災被害の復旧に

向けて木造応急仮設住宅の建設等に尽力したほか、中央執行

委員長として、建築物における木材利用を促進するために創

設された「建築物木材利用促進協定」を国土交通省及び農林

水産省と締結し、さらには都道府県や森林・材木業関係者等

との連携強化を働きかけるなど、業界の発展に大きく貢献し

た。 

    

 

 

 

 

－ 8 －



 
 

氏  名 職  名 関係団体役職 功績概要 

中村
なかむら

 純一
じゅんいち

  

（59 歳）

三菱地所ホーム株式

会社 

執行役員 

元（一社）日本ツーバイフォー

建築協会 

生産推進委員長 

多年にわたり住宅産業に従事し、ツーバイフォー工法によ

る注文住宅の施工管理業務に携わるなか、現在では自社の全

作業員が参加必須となっているマナー研修会を企画立案す

るなど、技術者・技能者の育成に尽力し、施工品質の向上に

大きく貢献した。 

また、関係団体において、耐火関連講習会の講師の輩出や

手引書作成の陣頭指揮をとるなど、ツーバイフォー業界の発

展に多大な功績があった。 

八反田
は っ た ん だ

 淳一
じゅんいち

 

（67 歳）

（株）環境設計 

代表取締役 

（一社）鹿児島県建築士事務

所協会 

会長 

 多年にわたり建築事業に従事し、公共及び民間建築物の設

計・監理を数多く手がけた。 

また、関係団体の役員として、一級建築士育成講座の講師

を務め、若手を育成するほか、協会の推薦により県弁護士会

住宅紛争審査会の紛争処理委員に就任し紛争の早期解決に

尽力するなど業界の発展に寄与した。 

日竎
ひ び

 秀行
ひでゆき

 

（71 歳）

元（株）サンケイビル

代表取締役社長 

元（一社）東京ビルヂング協会

理事 

元（一社）日本ビルヂング協会

連合会政策委員（管理・安全対

応） 

 多年にわたり建築事業及び住宅産業に従事し、特に東京サ

ンケイビル、大阪サンケイビルの建て替えに携わり、大手町

地区、西梅田地区の再開発を通じ当該地区の活性化に寄与し

た。 

 また、関係団体の役員として、長年にわたり大都市におけ

るビル管理の課題に関し情報提供や討論を重ね、ビルの安全

管理技術の標準化に尽力した。  
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氏  名 職  名 関係団体役職 功績概要 

安田
や す だ

 英樹
ひ で き

 

（69 歳）

安田構造設計事務所

代表 

（一社）滋賀県建築士事務所

協会 

理事 

 多年にわたり建築事業に従事し、公共及び民間建築物の設

計・監理を数多く手がけた。 

 また、関係団体の役員として耐震診断業務に尽力するとと

もに、協会の会員を対象に「構造の講習会」を開催し、自ら

も講師として情報発信するなど業界の技術研鑽に寄与した。 

山
やま

﨑
ざき

 晶
あき

弘
ひろ

 

（70 歳）

山商リフォームサー

ビス株式会社 

取締役会会長 

（一社）日本住宅リフォーム

産業協会 

相談役 

多年にわたり住宅産業に従事し、消費者から選ばれるリフ

ォーム事業者のビジネスモデル確立のため、時代に即した広

告ツールを巧みに活用しながら、健全なリフォーム産業の発

展に貢献した。 

また、関係団体の役員として、リフォーム事業者向けの団

体保険制度である「ジェルコ総合補償制度」構築の中心的な

役割を果たし、さらには制度普及に取り組むなど、業界の発

展に大きく貢献した。 
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団体名 代表者 対象事業 功績概要 

北海道東川町
ひがしかわちょう

 

 

町長 

松岡 市郎 

公営住宅整備事業 

「南町 1丁目団地」 

・平成 28 年度～令和 2年度 

・10 棟 20 戸 

 木造平屋建て 

 町の中心部に位置する住宅団地内に整備した公営住宅

で、「写真の町」にふさわしい大雪の山並みや周囲の住宅

と調和する外観の屋根形状を採用している。 

 冬季の厳しい寒さ対策として全ての住戸で断熱性能等

級 5を超える外皮性能とするなど、公営住宅における脱炭

素化に向けた先進的な取組みを行っている。 

分譲住宅と混在した団地として整備し、同一街区の戸建

て住宅と緑化協定を結び連続した緑道を整備することで、

リビングから各戸の畑、緑道とがつながり、公営住宅の住

民が孤立しないようなコミュニティ形成に寄与している。 

茨城県日立市
ひ た ち し

 

 

市長 

小川 春樹 

公営住宅整備事業（建替） 

「滑川団地（7～10 号棟）」 

・平成 29 年度～令和 2年度 

・4棟 72 戸 

 RC3 階建て 

ミクストコミュニティ形成に向け、一般公募の既存建替

え住棟に加え、新たに子育て世帯 36 戸、高齢者世帯 34 戸、

障害者世帯（車いす対応）2戸と対象入居者を全て明確に

した 4棟・72 戸の住棟を整備している。 

 子育て世帯と高齢者世帯（又は障害者世帯）が隣り合う

住戸配置とし、井戸端スペースや広場スペースにベンチを

設置することにより日常生活の中で自然に交流が生まれ、

高齢者の孤立を防ぐとともに子どもの見守りができる計

画となっている。 

 子育て世帯用住戸は、定住促進のため 1戸につき 2台分

の駐車場を整備し、入居期限付きとすることでバランスの

取れたコミュニティの維持を図っている。 
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団体名 代表者 対象事業 功績概要 

神奈川県
か な が わ け ん

住宅
じゅうたく

供給
きょうきゅう

公社
こうしゃ

 

 

理事長 

桐谷 次郎 

相武台団地再生事業 

・同団地南ブロックの交流拠

点の整備ほか 

・平成 25 年～現在 

・一般賃貸住宅 11 棟 448 戸

（RC 造 4～5 階建）、分譲住

宅 82 棟 2,080 戸、サービス

付き高齢者向け住宅 62 戸

（RC 造 4 階建） 

・高齢者等居住安定化推進事

業 

 （平成 24～25 年度） 

・住宅団地型既存住宅流通促

進モデル事業（平成 25～27

年度） 

・スマートウェルネス住宅等

推進モデル事業（平成 30 年

度） 

昭和 40 年代前半に建設された団地の再生事業として、

公社所有未利用地を活用しサービス付き高齢者向け住宅

や子育て支援、地域交流スペース等を含む複合施設を整

備。 

あわせて、団地内商店街の空き店舗入店促進プロジェク

トやボランティアによる子ども食堂の開催、近隣大学と連

携協定を締結し、住民向け講座の開催等連携した取組みの

実施や健康寿命延伸に向けた多世代交流拠点の整備等を

行った。 

こうした地域住民の交流を促進する複数の取組みを並

行して推進したことにより、空き店舗の解消や来訪者の増

加、居住者の居住満足度が向上するなど数々の可視化でき

る効果を創出し、他団地にも応用できる団地再生事業推進

モデルを構築している。 
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団体名 代表者 対象事業 功績概要 

鹿児島県中種子町
な か た ね ち ょ う

  

 

町長 

田渕川 寿広 

公営住宅整備事業 

「横町団地」 

・令和 3年度 

・1棟 5戸 

 木造平屋建て 

 カーボンニュートラルの推進とともに、離島における

地産地消の推進を図るため、町有林から切り出した杉材

を全ての構造材に使用して整備した公営住宅である。 

 町有林から原木を調達し、地元製材所にて製材を行う

ことにより、地域における木造住宅振興の普及啓発を図

るとともに、伐採や運搬など林業・木材産業の振興にも

寄与している。 
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